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三
大
寺
家
旧
蔵

「
高
野
大
師
行
状
絵
」
考

1
総

持

寺
本

を
中

心

に
ー

塩*

出

貴

美

子

要

旨

本
絵
巻
は
、
本
来
十
巻

で
構

成
さ
れ

て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
絵
巻

の
前
半

五
巻

に
あ

た
る
。
弘
法
大
師
伝
を
主
題

と
す

る
同
種
絵
巻

中
、

十
巻
本
と
呼
称
さ
れ
る
系
統

に
分

類
さ
れ
る
も

の
で
あ

る
が
、
構
成

な
ど
に

異
同
が
多

く
、

そ

の
異
本
的
存
在
と
さ
れ

て

き
た
。
筆
者
は
、
先

に
、
本
絵
巻
全
体

に
関

わ
る
い
く

つ
か

の
問
題
点
と
第

一
巻

の
図

様
を
検
討
し
、

そ
の
十
巻
本
系
統

に
お
け
る
位

置
付

け
、

お
よ
び
他
系
統

へ
の
影
響

に

つ
い
て
考
察
を
行

っ
た
。
本
稿

は
そ
の
続
編

で
あ
り
、

前
回
触
れ
な
か

っ
た
料
紙
番
号

に
関
す
る
問
題
と
第

二
巻

の
図
様

を
検
討

し
、
前

回

の
結
論
に
補
足
を
加
え
よ
う
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

は
じ
め
に

本
稿
は
、
先
に
発
表
し
た

「
三
大
寺
家
旧
蔵

『
高
野
大
師
行
状
絵
』
考
-
逸
翁

ハは
　
　

美
術
館
本
を
中
心
に
ー
」

の
続
編
で
あ

る
。
前
稿

で
は
、
ま
ず
、
弘
法
大
師
伝
を

主
題
と
す
る
絵
巻
諸
本
を
概
観
し
た
後
、
三
大
寺
家
旧
蔵
の

「
高
野
大
師
行
状
絵
」

第

一
巻
か
ら
第
五
巻
ま
で
と
、
こ
れ
と
本
来

一
具
で
あ

っ
た
ボ
ス
ト
ソ
美
術
館
蔵

　は
ヨ
　

の
同
第
七
巻

(
一
括
し
て
A
本
と
称
す
る
)
を
取
り
上
げ
、

(
一
)
現
状
、

(
二
)

内
題

・
目
次

・
標
題
、

(
三
)
詞
書
、

(
四
)
構
成
、
以
上
四
点
か
ら
検
討
を
加

え
た
。
次
に
、
現
在
、
逸
翁
美
術
館
が
所
蔵
す
る
第

一
巻
の
図
様
を
、
白
鶴
美
術

館
蔵

「
高
野
大
師
行
状
図
画
」
、
お
よ
び
久
松
家
旧
蔵

・
堂
本
家
蔵

「
弘
法
大
師

伝
絵
巻
」

(
B
本
と
称
す
る
)
と
比
較
し
た
。
右
の
結
果
、
A
本

の
成
立
に
つ
い

て
は
、
基
本
的
に
は
地
蔵
院
本
↓
白
鶴
美
術
館
本
↓
A
本
と
い
う
連
関
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
、
し
か
し
部
分
的
に
は
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
六
巻
本
系
統

の
地
蔵
院

蔵

「高
野
大
師
行
状
図
画
」
あ
る
い
は
B
本
か
ら
と
思
わ
れ
る
影
響
が
窺
わ
れ
る

こ
と
、
ま
た
A
本
独
自
の
も
の
と
思
わ
れ
る
改
変
も
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
指
摘
し
、

「
白
鶴
美
術
館
本
が
地
蔵
院
本

(
の
原
本
)
の
比
較
的
忠
実
な
増
補

本

で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
A
本
は
同
じ
③
系
統

(十
巻
本
系
統
)
の
作
品

で
あ
り

な
が
ら
、
他
本
の
要
素
を
取
り
込
み
、
さ
ら
に
独
自

の
改
変
を
加
え
た
改
訂
版
」

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
後
世

へ
の
影
響
と

し
て
、
A
本
と
東
寺
蔵

「弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」

の
両
者
に
だ
け
共
通
す
る
図
様

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
寺
本
が
依
拠
し
た
先
行
本
の

一
つ
に
A
本
を
加
え
る
こ
と

が

で
き
る
と
推
論
し
た
。

さ
て
、
本
稿
は
前
稿
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
、
東
京

の
西
新
井
大
師
総
持
寺
が
所

蔵
す
る
第

二
巻

の
図
様
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
結
論
は
、
実
は
前
稿
と
特
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
第

二
巻
は
第

一

巻
以
上
に
独
自
性
が
強
く
、
ま
た
東
寺
本
と
の
相
似
も
顕
著

で
あ
る
の
で
、
改
め

て
検
討
す
る
価
値
は
充
分
に
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、
そ
の
前
に
、
前
稿

で
書
き

漏
ら
し
た
料
紙
番
号
に
関
す
る
問
題
を
検
討
し
、
A
本
の

一
部
に
欠
失
が
あ
る
こ

平成6年9月30日 受理*美 術工芸史研究室

 

ノ



ノ

150第23号大 学 紀 要

 

良奈

ハ　
　
　

と
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
こ
れ
は
、

A
本
に
つ
い
て
の
考
察
全
体
の
中
で
は
、

先
述
の

「
(四
)
構
成
」
の
次
に

「

(五
)
料
紙
番
号
」
と
し
て
加
え
ら
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
。

「高
野
大
師
行
状
絵
」
の
問
題
点
ー
料
紙
番
号
1

A
本
に
は
、
第

一
巻
と
第

二
巻

の
料

紙
右
上
隅
の
裏
面
、
お
よ
び
第
三
巻
の
料

紙
左
上
隅
の
表
面
に
、
小
さ
な
漢
数
字

で
通
し
番
号
が
墨
書
さ
れ
て
い
る

(以
下
、

料
紙
番
号
と
称
す
る
)
。
書
き
入
れ
ら
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
巻
と
も

　　
る
　

欠
番
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状

へ
の
改

装
以
前
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
料
紙
番
号
は
、
欠
番
が
料
紙

の
欠
失
を
示
す
場
合
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
最
終

紙
の
確
認
が
で
き
る
こ
と
、
以
上
二
点

に
お
い
て
、
A
本

の
現
状
に
重
要
な
問
題

を
提
起
す
る
。
以
下
、
第

一
巻
か
ら
順

に
検
討
し
て
み
よ
う
。

〈
第

一
巻
〉

現
状
は
三
十
二
紙
か
ら
な
る
。
各
料
紙
の
横
の
長
さ
は
四
十
五

・

八
～
四
十
九

・
一
セ
ソ
チ
で
あ
り
、
大
半
は
四
十
八
セ
ソ
チ
前
後

で
あ
る
。
長
短

に
多
少
の
差
が
あ
る
が
、
こ
の
程
度
は
装
丁
、
あ
る
い
は
改
装
時
に
生
じ
る
誤
差

の
許
容
範
囲
内
と
思
わ
れ
る
。
十
段
で
構
成
さ
れ
、
5

「
明
敏
篤
学
事
」

の
絵
と

6

「聞
持
受
法
事
」
の
詞
の
間
、
す
な
わ
ち
現
状
の
第
22
紙

の
は
じ
め
に
当
た
る

部
分
に
約
十
セ
ソ
チ
ほ
ど
の
不
自
然
な
空
白
が
あ
る
こ
と
以
外
は
、
詞
と
絵
の
対

応
に
特
に
異
状
は
な
い
よ
う
に
見
え
る

(
「」
内
は
各
段
の
冒
頭
に
あ
る
標
題
、

そ
の
前

の
数
字
は
段
を
示
す
)
。
と
こ
ろ
が
、
料
紙
番
号
を
追
う
と
、
二
箇
所
に

欠
失
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

第
1
紙
は
料
紙
番
号
を
欠

い
て
い
る
が
、

一
行
目
に

「高
野
大
師
行
状
絵
」
の

内
題
が
あ
り
、
さ
ら
に
第
2
紙
に

「
二
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
本
来
の

「
一
」

で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

第
1
紙
の
長
さ
は
四
十
七

・
九
セ
ソ
チ
と

ほ
ぼ
標
準
で
あ
る
が
、
改
装
時
に
端
が
切
り
落
と
さ
れ
た
可
能
性
が
な
い
と
は
言

え
な
い
し
、
あ
る
い
は
巻
頭
で
料
紙
の
傷
み
が
激
し
く
、
摩
耗
し
て
見
え
な
く
な
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、

こ
れ
は
問
題
で
は
な
い
。
第
2
紙
の

「
二
」
か
ら
第
15
紙
の

「十
五
」
ま
で
は
順
当
に
番
号
が
続
く
。
と
こ
ろ
が
、
現

状
の
第

16
紙
に
は

「十
七
」
と
あ
り
、

「十
六
」
は
欠
番
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の

後
は
再
び
順
当
に
番
号
が
続
き
、
最
後
の
第
32
紙
は

「計
三
」
と
な
る
。
右
の
こ

と
か
ら
、
本
来
の
第
16
紙
が
欠
失
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

で
は
、
そ
こ
に
は
何
が
表
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
翻

っ
て
料
紙
の
表
を

見
る
と

「十
五
」
は
3

「
四
天
王
執
蓋
事
」
の
絵

の
後
半
部
に
あ
た
り
、

「十
七
」

か
ら
は
4

「
誓
願
捨
身
事
」

の
詞
が
始
ま
る
。
し
た
が
っ
て

「十
六
」
に
は
、
第

三
段
の
絵
の
続
き
が
描
か
れ
て
い
た
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い
。
第
三
段
の
事
蹟

内
容
は
、
朝
廷
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
問
民
苦
使
が
、
蓋
を
持

っ
た
四
天
王
が
大
師
の

後
ろ
に
従
う
の
を
見

て
驚
き
、
馬
か
ら
下
り
て
礼
拝
し
、
さ
ら
に
父
母
の
家
に

「
尋
往
」
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
A
本
は
画
面
右
に
礼
拝
の
場
面
を
、
左
に
尋

往
の
場
面
を
描
く
が
、
現
状

の
画
面
の
最
後
、
す
な
わ
ち

「十
五
」
の
左
端
に
は

父
母
の
家
の
門
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「十
六
」
が
門
の
内
側
を
表
す
も

の
で
あ

っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
こ
の
場
面
に
つ
い
て
、
前
稿
で
は
次
の

よ
う
に
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
再
検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

(前
略
)
尋
往
の
場
面
は
白
鶴
美
術
館
本
に
は
な
く
、
B
本

で
は
図
様
が
異

な
る
。
A
本
は

「
父
母
の
家
」
を
門
だ
け
で
表
し
、
そ
の
傍
ら
に
脆
く
父
母

と
、
そ
こ
へ
歩
み
寄
る
勅
使

の
一
行
を
描
い
て

「尋
往
」
を
示
す
。
と
こ
ろ

が
、
B
本
は
門
の
内
側
に
勅
使
と
父
を
描
き
、

「尋
往
」
に
続
く

「語
云
此

児
は
…
」
に
対
応
す
る
場
面
を
表
す
。
さ
ら
に
屋
形
内
に
は
、
従
者
が
大
師

の
髪
を
硫
る
と
こ
ろ
を
描
く
が
、
こ
れ
は
詞
書
に
は
記
述
の
な
い
場
面
で
あ

る
。
A
本
と
B
本
は
、

こ
の
よ
う
に
図
様
は
異
な
る
が
、
強

い
て
言
う
な
ら

ば
、
勅
使
の
来
訪
を
描
い
て
い
る
こ
と
自
体
に
、
白
鶴
美
術
館
本
と
は

一
線

を
画
す
る
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(後
略
)

こ
の
よ
う
に
前
稿
で
は
、
A
本
と
B
本
に
つ
い
て
、
や
や
消
極
的
に
共
通
性
を

認
め
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
A
本
に
も
門
内

の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
と
な
る
と
、

両
者
の
関
係
は
現
状
よ
り
も

一
段
と
密
接
に
な
る
。
ま
た
前
稿

で
は
、
門
の
傍
ら

!
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に
座
る
二
人
を
大
師

の
父
母
と
見
な
し
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
を
言
え
ば
、
勅
使
と

の
対
応
が
あ
ま
り
緊
密
で
は
な
い
こ
と
、
門
の
正
面
で
は
な
く
傍
ら
に
い
る
こ
と

な
ど
に
疑
問
が
な
か

っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
画
面
が
さ
ら
に
左
に
続
く

の
で
あ
れ
ば
、
門
前

の
二
人
は
単
な
る
傍
観
者

(従
者
あ
る
い
は
路
傍
の
見
物
人

な
ど
)
に
過
ぎ
ず
、
父
母
は
門
の
内
側

に
い
る
と
い
う
可
能
性
も
出
て
来
る
。
そ

の
場
合
に
は
、
B
本
と
の
共
通
性
は
さ
ら
に
強
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
今
回

確
認
さ
れ
た

「
十
六
」
の
存
在
は
、
こ
の
よ
う
に
A
本
と
B
本
の
関
係
を
補
強
す

る
点
で
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
な
お

「十
五
」
の
門
前
に
は
紅
葉
が
散
ら
さ
れ

て
い
る
が
、
門
の
上
方
の
空
白
に
な

っ
て
い
る
部
分

に
も
朱
が
点
々
と
残

っ
て
お

　　
　
　

り
、
そ
こ
に
紅
葉
の
木
が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

次
に
、
現
状

の
巻
末
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
先
述
の
如
く
、
最
後

の
料
紙
に
は

「光
三
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第

二
巻
と
第
三
巻
の
最
終
紙
の
料
紙
番
号
を
見

る
と
、
ど
ち
ら
も
数
字
の
後
に

「終
」

の
字
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て

「終
」
の
字
を
持
た
な
い
第

一
巻
の

「
光
三
」
は
本
来
の
巻
末

で
は
な
く
、
そ
の

後
に
前
稿

で
推
定
し
た
よ
う
に

「書
経
降
魔

(桂
谷
降
魔
)
」
が
表
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
高

い
。
す
な
わ
ち
制
作
当
初

の
第

一
巻
は
、
巻
末
に

「
書
経
降
魔

(桂

谷
降
魔
)
」
を
備
え
た
十

一
段
構
成
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
第

=
巻
〉

現
状
は
三
十
六
紙
か
ら
な
る
。
各
料
紙
の
横
の
長
さ
は
、
標
準

よ
り
も
短

い
第

22

・
23

・
28

・
32

・
33

・
36
紙
を
除
く
と
、
四
十
六

・
二
～
四
十

九

・
ニ
セ
ソ
チ
の
間
で
あ
り
、
第

一
巻
と
同
じ
く
大
半
は
四
十
八
セ
ソ
チ
前
後
で

あ
る
。
九
段
で
構
成
さ
れ
、
詞
と
絵

の
対
応
に
大
き
な
異
状
は
な
い
よ
う
に
見
え

る
が
、
六
枚
の
短
い
料
紙
の
と
こ
ろ
に
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

ま
ず
、
第

21
紙
ま
で
は
問
題
な
く
展
開
す
る
。
と
こ
ろ
が
第
22
紙
は
二
十
九

・

ニ
セ
ソ
チ
、
第
23
紙
は
三
十
五

・
ニ
セ
ソ
チ
と
他
よ
り
も
極
端
に
短
い
。
し
か
も

料
紙
番
号
を
見
る
と
、
第
22
紙
に
は

「
廿
二
」
と
あ
る
が
、
第
23
紙
に
は
な
く
、

次
の
第
泌
紙
は

「
廿
五
」
に
と
ぶ
。

し
た
が

っ
て
、
現
状
の
第

24
紙
が
本
来
の

「
廿
五
」

で
あ
り
、
第
23
紙
は

「
廿
三
」
あ
る
い
は

「
廿
四
」

の

一
部
で
あ

っ
た

廿

一}

廿
二一

「

 

(
廿

三
)

}

(欠失

(絵)

(欠失)

(絵)

 

(
廿
四

)
}

廿
五

欠失)

(絵)

48・6㎝+35・2㎝ 一*「 一*一 一 一(約48cm)一 → ←T→1←-29・2㎝ 一*一 一47・5cm

(約13㎝)(約19㎝)

第二巻 「廿二」から 「廿四」までの復原図(点 線が復原 した部分)挿図1

光
二}

光
三}

ス
欠
失

42.8cm-一*一 一一49.1cm

 

(
光

四

)十
光
五

…
(欠

失

会 ・ 詞 詞 ・空 白

(約5

48.7㎝ 一*-42.8㎝ 一

国董章L
-
(約5㎝)(約5cゆ

挿図2第 二巻 「光三」と 「計四」の復原図(点 線が復原した部分)
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と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
料
紙
の
表
を
見
る
と
、
第
22
紙
は
6

「望
入
洛
事
」
の

絵

の
後
半
に
、
第
23
紙
は
7

「
長
安
入
洛
事
」
の
詞
全
文
に
、
第
勿
紙
は
同
絵
に

あ
た
る
。
詳
細
は
次
章

で
述

べ
る
が
、
第
23

・
24
紙

の
間
に
は
内
容
的
な
欠
落
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
第
23
紙
は
本
来
の

「
廿
四
」

で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ

る
。
右
の
こ
と
か
ら
、
仮
に
制
作
当
初

の
料
紙
が
す
べ
て
標
準
通
り
の
長
さ
で
あ

っ

た
と
す
る
と
、

「
廿
二
」

の
後
半
、

「廿
三
」
の
全
体
、

「
廿
四
」
の
前
半
、
合

計
約
八
十
セ
ソ
チ
分
の
料
紙
が
欠
失
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ
に
は
6

「望

入
洛
事
」
の
絵
が
続

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

(挿
図
1
参
照
)
。

次
に
、
第
24
紙
の

「
廿
五
」

か
ら
最
終
第
36
紙
の

「
光
七
終
」
ま
で
は
、
右
の

事
情
に
よ
り
現
状
の
順
番
と
料
紙
番
号
が
ひ
と
つ
ず

つ
ず
れ
て
し
ま
う
が
、
第
33

紙
が
料
紙
番
号
を
欠
く
ほ
か
は
、
特
に
問
題
は
な
い
。
第
33
紙
に
は

「光
四
」
が

記
さ
れ
て
い
た
は
ず

で
あ
る
が
、
料
紙
が
四
十
二
・
八
セ
ソ
チ
と
標
準
よ
り
も
短

い
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
料
紙
番
号
ご
と
右
端
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ

れ
る
。
そ
の
前
の
第
32
紙
も
同
寸
で
短

い
が
、
こ
れ
に
は
右
上
隅
の
裏
に

「光
三
」

の
料
紙
番
号
が
あ
る
か
ら
、
切
り
詰
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
左
端
の
側
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
現
状
の
第
32

・
33
紙
の
間
に
は
合
計
約
十
セ
ソ
チ
の
欠
失

が
想
定
さ
れ
る

(挿
図
2
参
照
)
。
と

こ
ろ
が
、
第
32
紙
は
8

「
五
筆
和
尚
号
事
」

の
絵
の
末
尾
、
第
33
紙
は
9

「
虚
空
書
字
事
」
の
詞
を
表
す
が
、
そ
の
間
に
内
容

的
な
欠
落
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
他
の
短
い
料
紙
、
す
な

わ
ち
第

28

・
36
紙

の
場
合

に
も
言
え

る
。
第
28
紙

(
三
十

・
ニ
セ
ソ
チ
)
は
7

「
長
安
入
洛
事
」
の
絵

の
末
尾
に
、
第

36
紙

(
二
十
三

・
○
セ
ソ
チ
)
は
9

「虚

空
書
字
事
」
の
絵
の
末
尾
に
あ
た
る
が
、
と
も
に
直
前
の
料
紙
か
ら
絵
が
続

い
て

お
り
、
料
紙
番
号
も
あ
る
の
で
、
も
し
切
り
詰
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
左
端
の
側
で

あ
る
。
し
か
し
、
第
28
紙
の
絵
と
第
29
紙
か
ら
始
ま
る
次
段
の
詞
と
の
間
に
内
容

的
な
欠
落
は
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
巻
末

に
あ
た
る
第

36
紙
の
絵
は
明
ら
か
に
現
状

で
完
結
し
て
い
る

(詳
細
は
次
章
で
述

べ
る
)
。

と
こ
ろ
で
、
も
う

一
度
第
33
紙
を
見

る
と
、
右
端

に
約
五
セ
ソ
チ
の
空
白
が
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
ま
た
、
先
述

の
よ
う
に
第

一
巻
第
22
紙
の
右
端
に

も
約
十
セ
ソ
チ
の
空
白
が
あ
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
第
三
巻
に
も
同
様
の
不
自
然

な
空
白
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
空
白
の
存
在
と
右
の
事
情
を
勘
案
す
る
と
、

仮
に
、
右
の
四
紙
が
本
来
は
標
準
の
長
さ
で
あ
り
、
後
世
に
切
り
詰
め
ら
れ
て
短

く
な

っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
切
除
さ
れ
た
部
分
に
は
元
々
何
も
描
か
れ
て

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。
む
し
ろ
、
そ
れ
故
に
改
装

の
際
に

切
除
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
勿
論
、
料
紙
番
号
の
あ

る
第
28

・
35

・
36
紙
に
つ
い
て
は
、
制
作
当
初
か
ら
短
か

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
第
33
紙
の
場
合
、
右
端
を
欠
失
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
も
し
当
初
か
ら
短
か

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
現
存
部
分
の
右
上
隅
の
裏
に
料

紙
番
号
が
記
入
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
料

紙
番
号
の
位
置
が
、
す
な
わ
ち
右
端
が
切
除
さ
れ
て
い
る
と
し
か
考
え
よ
う
が
な

い
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
類
推
し
て
、
他
三
紙
に
つ
い
て
も
同
様
に
切
り

詰
め
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
ハな
　
　

〈
第
三
巻
〉

現
状
は
三
十
七
紙
か
ら
な
る
。
各
料
紙
の
横
の
長
さ
は
、
標
準

よ
り
も
短
い
第
23

・
34
紙
を
除
く
と
、
四
十
六

・
七
～
四
十
九

・
四
セ
ソ
チ
の
間

で
あ
る
。
た
だ
し
、
第

一
・
二
巻
よ
り
も
や
や
長
く
四
十
九
セ
ソ
チ
前
後

の
も
の

が
多
い
。
八
段
で
構
成
さ
れ
、
詞
と
絵
の
対
応
に
異
状
は
な
い
が
、
先
に
述
べ
た

よ
う
な
空
白
が
三
箇
所
に
認
め
ら
れ
る
。

一
つ
目
は
第
21
紙
に
あ
る
。
右
端
に
4

「
守
敏
遣
護
法
事
」

の
絵

の
末
尾
数
ミ

リ
が
覗

い
た
後
、
5

「
道
具
相
承
事
」

の
詞
が
始
ま
る
中
央
辺
り
ま
で
、
料
紙
の

約
半
分
が
空
白
で
あ
る
。

二
つ
目
は
第
勿
紙
の
右
端
に
あ
り
、
5

「
道
具
相
承
事
」

の
絵
と
6

「恵
果
御
入
滅
事
」
の
詞
の
間
に
あ
た
る
部
分
に
約
九
セ
ソ
チ
の
空
白

が
あ
る
。
三

つ
目
は
第
35
紙
の
右
端

に
あ
り
、
7

「
恵
果
影
現
事
」

の
絵
と
8

「投
三
鈷
事
」
の
詞
の
間
に
あ
た
る
部
分
に
約
三
セ
ソ
チ
、
わ
ず
か
詞

一
行
分
程

で
あ
る
が
、
や
は
り
空
白
が
あ
る
。

一
方
、
料
紙
番
号
を
追
う
と
、
第

一
紙
の

「
一
」
か
ら
最
終
第
37
紙
の

「
光
七
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終
」
ま
で
、
第
23

・
34
紙
が
番
号
を
欠

く
以
外
は
、
特
に
問
題
は
な
い
。
第

23
紙

(
四
十
三

・
九
セ
ソ
チ
)
と
第
34
紙

(
十

一
・
○
セ
ソ
チ
)
に
つ
い
て
は
、
標
準

よ
り
も
短

い
の
で
、
第
二
巻
第
33
紙
の
場
合
と
同
様
に
、
番
号
ご
と
切
り
詰
め
ら

れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三
巻

の
料
紙
番
号
は
左
上
隅
の
表
に
あ

る
の
で
、
切
除
さ
れ
た
の
は
左
端
の
側

に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
23
紙
は
5

「
道

具
相
承
事
」

の
絵
、
第
鍛
紙
は
7

「恵
果
影
現
事
」
の
絵
の
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
あ

た
る
が
、
ど
ち
ら
も
次
段
の
詞
と
の
間

に
内
容
的
な
欠
落
が
あ
る
よ
う
に
は
見
え

ハ　
ク
　

な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
次
段
の
詞
の
は
じ
め
、
す
な
わ
ち
第
24

・
35
紙
の
右
端
に
、

右
で
述

べ
た
よ
う
に
空
白
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
こ
こ
で
も
切

除
さ
れ
た
の
は
元
々
空
白
だ

っ
た
部
分

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
う
考
え

る
な
ら
ば
、
第
三
巻
に
は
詞
と
絵
の
欠
落
は
生
じ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
、
料
紙
番
号
の
検
討
に
よ
り
、
制
作
当
初
の
第

一
巻
第

「
十

六
」
紙
と
第

「
光
四
」
紙
以
降
、
お

よ
び
第

二
巻
第

「
廿
二
」
紙
後
半
か
ら
第

「
廿
四
」
紙
前
半
ま

で
、
以
上
の
部
分
が
現
状

で
は
欠
失
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
ま
た
第
二
巻
の
現
状
第
28

・
32

・
33

・
36
紙
、
第
三
巻
の
現
状
第
23

・

34
紙
に
つ
い
て
は
、
そ
の

一
部
に
料
紙
番
号
を
欠
く
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
標

準
の
長
さ
に
満
た
な
い
部
分
は
後
に
切
除
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
、
併
せ
て
、
そ

ハな
　
　

こ
に
は
元
々
何
も
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
し
た
。

で
は
、
こ
の
空
白
は
何
を
意
味
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
右
で
想
定
し
た
も
の
と

現
存
す
る
部
分

に
あ
る
も
の
を
合
わ
せ
る
と
、
第

一
巻
に

一
箇
所
、
第
二
巻
と
第

三
巻
に
各
三
箇
所
の
空
白
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
に
共
通
す
る
の
は
、

一
つ
の
例

外
を
除
き
、
他
は
す
べ
て
絵
と
次
段
の
詞
と
の
間
に
位
置
す
る
こ
と
で
あ
る
。
例

外
は
第

二
巻

の
巻
末
で
あ
る
が
、

こ
れ
も
絵
の
後
と
い
う
点
で
は
他
と
共
通
性
を

持

つ
。

こ
の
よ
う
に
絵
の
後
に
空
白
が
あ
る
と
い
う
状
態
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た

ス
ペ
ー
ス
に
対
し
、
実
際
の
絵
が
短
か

っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

右
の
こ
と
は
、
A
本
の
制
作
過
程
に

つ
い
て
、
次

の
よ
う
な
推
測
を
可
能
に
す

る
。
す
な
わ
ち
A
本
の
制
作
順
序
は
、
ま
ず
適
当
な
間
隔
を
置

い
て
詞
を
書
き
、

そ
の
間
に
絵
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
逆
に
絵
が
先

で
詞
が
後

で
あ
る
な
ら
ば
、
詞
は
絵
の
す
ぐ
後
か
ら
始
ま
る
は
ず

で
あ
り
、
も
し

空
白
が
生
じ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
詞
の
後
、

つ
ま
り
詞
と
絵

の
間
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
、
そ
の
よ
う
な
例
は

一
つ
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
、
空
白
の
原
因
が
、
詞
を
書
く
際
に
間
を
広
く
取
り
す
ぎ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

絵
が
予
定
よ
り
も
短
く
な
っ
た
の
か
、
ど
ち
ら
に
よ
る
も
の
か
は
判
断
し
難
い
。

今
は
ひ
と
ま
ず
、
結
果
的
に
絵
が
短
か

っ
た
と
い
う
事
実
だ
け
を
確
認
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

二

図
様
比
較
ー
第
二
巻
に
つ
い
て
ー

前
稿
に
お
け
る
第

一
巻

の
場
合
は
、
白
鶴
美
術
館
本
お
よ
び
B
本
と
図
様
の
比

較
を
行

っ
た
が
、
第

二
巻

の
場
合
、
B
本
に
は
同
じ
内
容
の
段
が
現
存
せ
ず
、
ま

た
他
に
比
較
対
象
と
な
る
べ
き
適
当
な
作
品
も
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
専
ら
白
鶴

美
術
館
本
と
の
み
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様
が
地
蔵
院

本
と
異
な
る
段
に
つ
い
て
は
、
地
蔵
院
本
も
加
え
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
第

一
巻

で
は
図
様

の
相
似
と
異
同
を
主
要
問
題
と
し
た
が
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
第

二
巻

は
全

て
の
段
に
お
い
て
異
同
が
顕
著

で
あ
り
、
相
似
性
は
き
わ
め
て
乏
し
い
。
こ

こ
で
は
、
む
し
ろ
両
者
の
図
様
構
成
の
相
違
に
注
目
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

質
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

な
お
A
本
第
二
巻
の
絵
は
全
図
を
掲
載
し
た
が

(図
1
～
9
)
、
白
鶴
美
術
館

本
、
地
蔵
院
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
全
巻
掲
載
の
図
録
が
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、

バ
　
　
　

そ
れ
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

1

「天
狗
問
答
事
」

(図
1
)

室
戸
の
崎
の
金
剛
頂
寺

で
、
住
侶
を
悩
ま
し
て
い
た
天
狗
と
問
答
し
、
そ
れ
を

退
散
さ
せ
る
た
め
に
、
自
ら
の
形
代
を
作

っ
て
楠
の
洞
の
中
に
置
い
た
と
い
う
事

蹟
を
表
す
。
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A
本
は
画
面
右
に
寺
の
堂
ら
し
き
建
物
を
描
き
、
そ
こ
に
大
師
と
四
匹
の
天
狗

を
配
し
て
問
答
の
場
面
と
す
る
。
左
は
画
面
の
損
傷
が
甚
だ
し
く
図
様

の
確
認
が

で
き
な

い
が
、
岩
と
木
立
ち
が
描
か
れ

て
い
た
ら
し
い
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本

も
問
答
の
場
面
を
表
す
が
、
大
師
の
姿
勢
や
、
天
狗
を
羽
の
生
え
た
鳥
の
よ
う
な

姿
に
描
く
点
に
は
共
通
性
が
認
め
ら
れ

る
も
の
の
、
建
物
が
住
房
風
の
造

で
あ
る

こ
と
や
、
天
狗
の
数
、
配
置

に
は
異
同

が
あ
る
。
ま
た
、
A
本
の
画
面
は
料
紙

一

枚
を
少
し
出
る
程
度
の
短

い
も
の
で
あ

る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
は
料
紙

二
枚
を
用

い
て
、
問
答
の
場
面
の
ほ
か
、
そ
の
右

に
無
人
の
堂
、
左
に
既
に
大
師
の
形
代
を

納
め
た
楠
を
描
く
。
さ
ら
に
楠

の
前
に
庇
を
付
け
、
そ
の
向
い
に
礼
拝
堂
ら
し
き

　な
り
　

建
物
を
添
え
る
。
白
鶴
美
術
館
本
に
準
じ
て
考
え
れ
ば
、
A
本
の
木
立
ち
の
中
に

楠
が
あ

っ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
現
状
の
画
面
を
見
る
限
り
で
は
、
そ
の

余
地
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
内
容
的
に
は
白
鶴
美
術
館
本
の
方

が
詳
し
く
、
モ
チ
ー

フ
の
相
似
も
ご
く

一
部
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
。

2

「久
米
寺
塔
事
」

(図
2
)

夢
告
を
得
た
大
師
が
久
米
寺
東
塔

の
心
柱
か
ら
大
日
経
を
発
見
し
、
そ
の
疑
義

を
解
く
た
め
に
渡
唐
を
決
心
す
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本

で
は
、

こ
の
事
蹟
の
中
心
と
な
る
塔
は
画
面
左
に
描
か
れ
、
そ
の
初
層
の

内
部
に
巻
物
を
手
に
し
た
大
師
の
左
横

向
き
の
姿
が
見
え
る
。
塔
は
第

二
層
ま
で

描
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
よ
り
上
は
霞
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
画
面
右
に
は
、
上

方
に
寄
せ
て
本
堂
ら
し
き
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
上
部
も
霞
に
隠
さ
れ

て
い
る
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
の
前

半
に
は
別
の
事
蹟
の
図
様
が
鼠
入
す
る
と

ハ　
む

い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
塔
の
部
分
に
だ
け
注
目
す
る

と
、
A
本
と
は
全
く
異
な
る
多
宝
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
中
の
大
師

自
身
は
A
本
を
左
右
反
転
し
た
構
図
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
事
蹟

に
お
い
て
は
、
以
前
指
摘
し
た
よ
う
に
地
蔵
院
本
と
白

鶴
美
術
館
本
で
も
図
様
が
全
く
異
な
り
、
地
蔵
院
本
に
は
、
白
鶴
美
術
館
本

の
よ

　あ
ヨ

う
な
多
宝
塔
で
は
な
く
三
重
塔
が
描
か
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

そ
の
第

二
層
の
屋
根
に
霞
が
か
か
る
辺
り
か
ら
下
の
部
分
が
、
ち
ょ
う
ど
A
本
の

図
様
に
等
し
く
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
地
蔵
院
本
で
は
、
大
師
自
身
は
白

鶴
美
術
館
本
と
同
じ
く
右
横
向
き
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
初
層
の
右
側
面
の
戸
が
開

い
て
い
る
点
や
、
基
壇
の
表
し
方
、
さ
ら
に
塔
以
外
の
建
物
は
描
か
れ
て
い
な
い

な
ど
の
点
に
、
A
本
と
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
以
上
三
者
を
比
較
す
る
と
、

白
鶴
美
術
館
本
が
独
り
異
な
る
図
様
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
蔵
院
本
と
A
本
に
は

強
い
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

3

「渡
海
祈
願
事
」

(図
3
)

渡
唐
の
前
に
、
海
上
擁
護
を
祈
念
し
て
般
若
心
経
百
巻
を
書
写
し
、
宇
佐
八
幡

宮
に
納
め
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。
な
お
、

こ
の
事
跡
は
地
蔵
院
本
に
は
な
く
、

第

二
巻
の
中
で
は
唯

一
の
、
十
巻
本
系
統
に
お
け
る
増
補
事
跡
で
あ
る
。

A
本
は
画
面
右
に
住
房
を
描
き
、
そ
の
中
に
写
経
す
る
大
師
の
姿
を
描
く
。
左

に
は
宇
佐
八
幡
宮
の
本
殿
と
拝
殿
を
描
き
、
拝
殿
の
中
に
座
し
て
合
掌
す
る
大
師

の
姿
を
描
く
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
も
画
面
右
に
写
経
の
場
面
を
描
く
が
、
住

房
の
向
き
や
大
師
の
所
作
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
宇
佐
八
幡
宮
に
つ
い
て
は
、

本
殿
は
A
本
と
強
い
相
似
性
を
示
す
が
、
拝
殿
は
な
く
、
大
師
の
姿
も
表
さ
れ
て

い
な
い
。
し
た
が

っ
て
ー

「
天
狗
問
答
事
」
と
は
逆
に
、
A
本
の
方
が
内
容
的
に

詳
し
い
構
成
で
あ
る
。

4

「御
入
唐
事
」

(図
4
)

延
暦
二
十
三
年

(
八
〇
四
)
、
大
師
三
十

一
才
の
時
、
遣
唐
大
使
藤
原
賀
能
と

と
も
に
第

一
船
に
乗
り
、
唐
に
向
け
て
出
帆
し
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

A
本
は
画
面
右
端
を
浜
辺
と
し
、
そ
こ
に
見
送
り
の
人
々
を
描
く
。
そ
し
て
料

紙

一
枚
を
波

で
埋
め

つ
く
し
た
後
、
遣
唐
使
船
を
描
き
、
そ
の
先
に
再
び
波
を
連

ね
る
。
大
師
と
遣
唐
大
使
は
船
上
の
後
部
に
設
け
ら
れ
た
船
室
内
に
い
る
の
が
窓

か
ら
見
え
る
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
も
画
面
右
端
を
浜
辺
と
す
る
が
、
そ
こ
に

は
人
影
は
な
く
、
岩
と
小
松
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
船
を
と
り
ま
く
波
の

表
現
も
、
A
本
よ
り
ず

っ
と
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
船
に
つ
い
て
は
、
帆

の
表
現
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は
A
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
細
部
の
構
造
や
船
上
の
人
々
に
は
異
同
が
多
く
、
大

師
と
遣
唐
大
使
は
甲
板

に
設
け
ら
れ
た
櫓
の
よ
う
な
高
台
の
上
に
い
る
。

さ
て
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
陸
と
海
と
船
の
位
置
関
係
は
同
じ
で
あ
る
が
、

画
面
か
ら
受
け
る
印
象
は
大
き
く
異
な
る
。
A
本

で
は
、
画
面

一
杯
に
広
が
る
波

が
、
ま
さ
に
唐
ま
で
の
遙
か
な
行
程
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
り
、

「片
帆
を

飛
し
西
に
お
も
む
け
ば
万
頃
の
煙
波
眼
前
に
き
は
ま
る
」
と
い
う
詞
書
の

一
節
に

対
応
す
る
の
に
対
し
、
波
を
簡
略
化
し
た
白
鶴
美
術
館
本
で
は
、
そ
の
遙
け
さ
が

薄
ら
い
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
点

で
、
A
本
の
方
が
詞
書
に
忠
実
な
構
成

で
あ
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
表
現
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
浜
辺

に
見
送
り
の
人

々
を
描
い
て
い
る
点
で
も
、
A
本
の
方
が
添
景
を
活
か
し
た
効
果

的
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

5

「着
福
州
事
」

(図
5
)

衡
州

(詞
書
に
は

「
衡
州
」
と
あ
る
が
、
実
際
に
は

「福
州
」
が
正
し
い
)
に

着
岸
し
て
か
ら
上
陸
を
許
さ
れ
る
ま
で
の
事
蹟
を
表
す
。
着
岸
後
、
遣
唐
大
使
は

衡
州
の
長
に
上
陸
許
可
を
求
め
る
書
を
送
る
が
、
州
長
は
そ
れ
を
地
に
投
げ
捨
て
、

返
事
も
書
か
な
い
。

こ
れ
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
間
、
船
は
封
じ
ら
れ
、
人
々
は

浜
辺
の
湿

っ
た
砂
の
上
に
放
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
困
惑
し
た
大

使
は
、
大
師

の
能
筆
を
見
込
ん
で
代
書
を
依
頼
す
る
。
そ
の
書
を
見
た
州
長
は
、

今
度
は
上
陸
を
許
可
し
、
人
々
を
懇
ろ
に
慰
問
し
た
と
い
う
。

以
上
の
経
緯
を
、
A
本
は
次

の
五
場
面
で
表
す
。

①
船
を
封
じ
ら
れ
、
人
々
が
浜
辺
で
困
惑
す
る
と
こ
ろ
。
冒
頭
に
描
か
れ
た
遣

唐
使
船
は
既
に
無
人
で
あ
り
、
波
打
ち
際
近
く
の
柳
の
根
方
に
大
師
と
大
使
、

さ
ら
に
そ
の
周
辺
に
僧
俗
合
わ
せ

て
十
数
名
の
人
物
を
描
く
。

②
大
使

の
使
者
が
州
長
に
謁
見
し
、
拒
絶
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
椅
子
に
座
る
州
長

の
足
元
に
、
大
使
か
ら
の
書
が
投
げ
捨
て
ら
れ

て
い
る
。

③
大
師
が
書
を
代
筆
す
る
と
こ
ろ
。

画
面
上
方
に
寄
せ
て
①
と
同
じ
柳
を
描
き
、

そ
の
前
に
書
を
認
め
る
大
師
と
、
そ
れ
を
見
守
る
よ
う
な
大
使
を
描
く
。

④
大
使
の
使
者
が
州
長
に
謁
見
し
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
②
と
登
場
人

物
も
そ
の
配
置
も
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
書
は
州
長
の
手
に
あ
り
、
受
理
さ

れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

⑤
州
長
が

一
行
を
慰
問
す
る
と
こ
ろ
。
画
面
の
左
右
と
上
方
に
握
舎
を
設
け
、

右
に
大
師
と
大
使
、
左
に
州
長
を
配
し
て
向
い
合
わ
せ
、
上
方
に
も

一
行
の

人
々
を
描
く
。
中
央
の
卓
に
は
豪
華
な
料
理
が
盛
ら
れ
、
童
子
が
給
仕
す
る
。

A
本
は
約
三
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
長
い
画
面
に
、
①
か
ら
⑤
を
延
々
と
描
き
連
ね

る
。
添
景
が
少
な
い
う
え
に
、
①
と
③
、
②
と
④
が
類
似
し
た
場
面
で
あ
る
の
で
、

一
見
単
調
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
事
蹟
内
容
を
逐
次
的
に
絵
画
化
す
る

構
成
は
、
見
る
者

に
と

っ
て
は
大
変
分
か
り
易
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
詞
書
に

は
、
大
使
は
三
度
書
を
送
り
、
州
長
は
三
度
と
も
投
げ
捨
て
た
と
あ
る
が
、
画
面

上
で
は
②

の

一
回
に
集
約
さ
れ
て
お
り
、
同
様
の
場
面
を
繰
り
返
す
こ
と
は
避
け

ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
は
全
く
異
な
る
構
成
で
あ
り
、
料
紙

一
枚
半
に
も
満
た

な
い
短

い
画
面
に
、
次
の
三
場
面
を
描
く

(図
10
)
。

①
大
使
が
州
長
に
謁
見
し
、
拒
絶
さ
れ
る
と
こ
ろ
。
画
面
の
左
下
に
無
人
の
遣

唐
使
船
が
あ
り
、
そ
の
右
方
の
浜
辺
に
束
帯
姿

の
大
使
と
朱
色

の
衣
を
着
た

州
長
が
立

つ
。
州
長
の
手
に
は
大
使
か
ら
の
書
が
広
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
足
元
に
も
打
ち
捨
て
ら
れ
た
書
が
描
か
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
こ
こ
に
は
、

読
む
場
面
と
投
げ
捨
て
た
後
の
場
面

(さ
ら
に
は
、
そ
の
繰
り
返
し
ま
で
も
)

が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
大
師
が
書
を
代
筆
す
る
と
こ
ろ
。
①
の
上
方
で
、
大
師
が
書
を
認
め
て
い
る
。

そ
の
向
い
に
緑
色
の
衣
を
着
た
唐
人
が
座

っ
て
い
る
。

③
大
師
と
大
使
が
、
②
の
左
方
に
描
か
れ
た
建
物
の
中
で
、
向
か
い
合

っ
て
座

っ

て
い
る
と
こ
ろ
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様
に
は
、
実
は
い
く

つ
か
の
問
題
点
が

あ
る
。
ま
ず
、
①
で
は
大
使
と
州
長
が
直
接
に
対
面
し
て
い
る
が
、
正
式
な
手
順

＼
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か
ら
言
え
ば
、
や
は
り
A
本
の
②
の
よ
う
に
使
者
が
立
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
よ
う
な
場
面
は
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、

②

の
唐
人
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
被
り
物
は
唐
人
の
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
人
物
が
唐

人
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
が
、
①

の
州
長
と
は
衣
の
色
が
異

な
る
こ
と
か
ら
同

一
人
物
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
白
鶴
美
術
館

本
と
同
じ
図
様
構
成

で
あ
る
地
蔵
院
本
を
見
る
と
、
①

の
州
長
と
②

の
唐
人
は
同

じ
面
貌
、
同
じ
服
装

で
あ
り
、
明
ら
か
に
同

一
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
①
に
準
じ
て
考
え
れ
ば
、

こ
れ
は
A
本

の
③
④

に
相
当
す
る
内
容
を

表
す
場
面
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、
図
様
と
し
て
は
地
蔵
院
本
が
正
し
く
、
白
鶴
美

術
館
本
は
彩
色
を
誤
写
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
唐
人
が
州

長
で
あ
ゐ
こ
と
が
判
明
し
た
と
し
て
も
、
書
を
認
め
て
い
る
大
師
の
前
に
、
州
長

そ
の
人
が
座

っ
て
い
る
と
い
う
設
定
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
厳
密
に
言
え

ば
、
大
師
の
書
は
認
め
ら
れ
た
後
、
大
使
か
ら
使
者
を
通
じ
て
州
長
に
届
け
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
②

の
設
定
内
容
に
は
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
③
に
つ
い
て
は
、

対
応
す
る
内
容
を
詞
書
の
中
に
見
い
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
大
師
と
大
使
が
向
き
合

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
代

書
の
依
頼
を
す
る
と
こ
ろ
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
浜
辺
で
の
事
蹟
で
あ

り
、

二
人
が
建
物
内
に
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
強

い
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、

一
行
が
上
陸
を
許
さ
れ
た
後
の
様
子
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
次
段
に

は

「
仮
屋
」
を
作

っ
て

一
行
を
住
ま
わ
せ
た
と
あ
り
、
そ
の

「仮
屋
」

に
し
て
は

建
物
が
立
派
過
ぎ
る
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
。

さ
て
、
右
の
問
題
は
と
も
か
く
と
し

て
、
両
者
の
図
様
が
全
く
異
な
る
こ
と
は

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ま
ず
、
A
本
は
詞
書
に
従

っ
て

一
つ

一
つ
の
出
来
事
を
逐
次

的
に
、
か

つ
忠
実
に
絵
画
化
す
る
。
右
か
ら
左

へ
と
直
線
的
に
展
開
す
る
画
面
構

成
も
甚
だ
合
理
的
で
あ
る
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
は

(
そ
し
て
地
蔵
院
本
も
)

事
蹟
の
要
所
だ
け
を
抄
出
し
、
そ
れ
ら
を
適
当
に
組
み
合
わ
せ
て
場
面
を
構
成
す

る
。
す
な
わ
ち
、
①

で
は
書
を
認
め
た
大
使
、
そ
れ
を
読
む
州
長
、
打
ち
捨
て
ら
れ
た

書
、
ま
た
②
で
は
書
を
認
め
る
大
師
、
後
に
そ
れ
を
受
理
す
る
は
ず
の
州
長
と
い

う
よ
う
に
、
本
来
は
い
く

つ
か
の
異
な
る
場
面
の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
べ
き
も
の
を
、

一
見

一
場
面
の
よ
う
に
見
え
る
描
写
の
中
に
重
層
的
に
描
き
込
ん
で
い
く
。

つ
ま

り
複
数
の
場
面
内
容
を

「
一
場
面
」
に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
に
は
あ
り

得
な
い
場
面
を
合
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
図
様
構
成
に
対
す
る
両
者
の

意
識
の
相
違
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
最
も
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

6

「望
入
洛
事
」

(
図
6
)

大
師
が
入
洛
を
請
う
書
を
州
長
に
送
り
、
州
長
は
そ
れ
を
長
安
に
送
る
。
ま
た

州
長
は

「仮
屋
」
を
作
り
、
大
使
や
大
師
を
住
ま
わ
せ
た
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

こ
の
段
は
、
白
鶴
美
術
館
本

の
第
六
段

「
入
唐
入
洛
事
」
の
前
半
に
当
た
り
、
次

の
7

「
長
安
入
洛
事
」
が
そ
の
後
半
に
当
た
る
。

つ
ま
り
白
鶴
美
術
館
本
が

一
段

で
表
す
内
容
を
、
A
本
は
二
段
に
分
割
し
て
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
鶴
美
術

館
本
の
絵
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
7

「長
安
入
洛
事
」
と
類
似
し
た
内
容

で

あ
る
の
で
次
段
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
A
本
の
絵
だ
け
を
見
る
こ
と

に
し
た
い
。

A
本
の
画
面
に
は
、
網
代

で
囲
ま
れ
た
堀
立
小
屋
の
よ
う
な
仮
屋
が
い
く
つ
か

描
か
れ
て
お
り
、
左
端
の
そ
れ
に
大
師
が
、
そ
の
右
の
仮
屋
に
大
使
が
座
し
て
い

る
。
現
状
は
料
紙

一
枚
分
程
度

の
短

い
画
面
で
あ
り
、
極
め
て
簡
潔
な
図
様
構
成

で
あ
る
。
し
か
し
、
先
述
の
如
く
料
紙
番
号
の
検
討
結
果
か
ら
は
、
こ
の
絵
の
末

尾
と
次
の
7

「
長
安
入
洛
事
」

の
詞
と
の
間
に
約
八
十
セ
ソ
チ
の
欠
失
が
想
定
さ

れ
、
そ
こ
に
は
6

「望
入
洛
事
」
の
絵
が
続
い
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

(挿
図
1

参
照
)
。
で
は
、
欠
失
し
た
部
分
に
は
、

一
体
何
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

こ
こ
で
、
詞
書
の
全
文
を
見
て
み
よ
う
。

大
師
、
又
か
さ
ね
て
み
や
こ
に
入
給
ん
こ
と
を
の
ぞ
む
よ
し
の
書
を

つ
く
り

て
、
州
長
に
あ
た
ふ
。
州
長
、
こ
れ
を
も
ち
て
長
安
に
奏
す
。
計
九
箇
日
を

経

て
、
府
州
府
力
使
四
人
を
た
ま
ふ
。
か
つ
く

資
糧
を
給
ふ
。
州
長
も
よ

し
み
を
成
て
ね
む
ご
ろ
に
問
尋
ぬ
。
仮
屋
十
三
姻
を

つ
く
り
て
、
大
使
井
に
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大
師
を
す

へ
た
て
ま
つ
る
。

現
状
の
画
面
は
詞
書
の
最
後

の

一
文

に
対
応
す
る
場
面
と
見
な
さ
れ
る
。
し
か

し
、
仮
屋
の
中
の
大
師
の
視
線
は
左
方

に
向
け
ら
れ

て
お
り
、
確
か
に
そ
の
先
に

何
か
見
る
べ
き
も
の
が
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
敢
え
て
想
像
を
巡
ら

す
な
ら
ば
、
ま
ず
、
合
計
十
三
に
な
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
仮
屋
が
描
か
れ
て
い
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
仮
屋
が
作
ら
れ
た
の
は
5

「
着
福
州
事
」

で

上
陸
が
許
さ
れ
た
直
後

で
あ
る
と
考
え
れ
ば
、
詞
書

の
冒
頭
に
戻

っ
て
、
大
師
が

書
を
認
め
る
と
こ
ろ
、
同
じ
く
送
る
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
書
を
受
け
取
る
州
長
、

さ
ら
に
は
府
力
使
四
人
と
資
糧
が
届
く
と
こ
ろ
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
と
推
測
す

る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
確

か
め
る
術
は
今
は
な
い
が
、
何
れ
に
し
て

も
、
こ
の
段
に
は
、
現
状
の
画
面
も
含

め
て
、
白
鶴
美
術
館
本
に
は
全
く
描
か
れ

て
い
な
い
場
面
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

7

「
長
安
入
洛
事
」

(図
7
)

五
十
日
後

(白
鶴
美
術
館
本

で
は
五
十
八
日
後
)
、
存
問
勅
使
を
賜
わ
り
、
次

い
で
迎
客
使
を
賜
わ
り
、
長
安
に
迎
え
入
れ
ら
れ
て
、
大
使
は
宣
陽
坊
の
官
宅
に
、

大
師
は
西
明
寺
の
永
忠
和
尚
の
故
院
に
住
せ
ら
れ
る
と
い
う
事
蹟
を
表
す
。

先
に
第
二
章

〈
第

二
巻
〉
の
項
に
お

い
て
、
こ
の
段
の
詞
の
料
紙

(現
状
の
第

23
紙
)
と
絵
の

一
枚
目
の
料
紙

(現
状

の
第
24
紙
)
の
間
に
は

「
内
容
的
な
欠
落

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述

べ
た
が
、
は
じ
め
に
、

こ
の
点
を
確
認
し
て
お
こ

う
。
A
本
の
冒
頭
に
は
、
大
師
と
唐
人
が
礼
を
交
わ
す
と
こ
ろ
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
れ
は
存
問
勅
使
を
賜
わ
る
場
面
と
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
背
景
に
は
前

　　
お
　

段
と
同
様
の
仮
屋
が
あ
り
、
前
段
か
ら
の
強

い
連
続
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
こ
れ
よ
り
以
前
に
他
の
場
面

が
あ

っ
た
と
は
想
定
し
難
く
、

こ
れ
を
こ

の
段
の
第

一
場
面
で
あ
る
と
考
え
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
続

い
て
左
向
き
に
進
む
三
頭

の
馬
が
登
場
す
る
。
鞍
は
置
か
れ
て
い
る

が
、
誰
も
乗

っ
て
い
な
い
の
で
、

こ
の
時
点
で
は
、

一
行
の
出
発
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
か
と
思
わ
せ
る
。
馬
の
前
を
進
む
人

々
に
つ
ら
れ
て
視
線
を
左

へ
動
か
す
と
、

束
帯
姿
の
大
使
が
目
に
入
る
。
そ
の
前
方

に
は
楽
人
が
列
を
な
し
、
さ
ら
に
そ
の

先
に
、
持
幡
童
子
に
先
導
さ
れ
た
大
師

の
姿
が
あ
る
。
そ
の
行
く
手
に
は
既
に
長

安

の
城
門
が
讐
え
立
ち
、
甲
冑
に
身
を
固
め
た
武
人
た
ち
が
厳
し
く
警
護
し
て
い

る
。
こ
の
間
、
画
面
に
し
て
約
ニ
メ
ー
ト
ル
余
り
、
第

一
場
面
は
福
州
で
展
開
し

て
い
た
は
ず
な
の
に
、

い
つ
の
間
に
か
長
安
に
到
着
し
て
い
た
と
い
う
構
成
に
仕

立
て
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
連
続
画
面
構
成
の
絵
巻
の
常
套
手
段
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
出
発
前
の
場
面
と
到
着
の
場
面
の
問
に
行
列
を
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、

空
間
移
動
と
時
間
経
過
が
実
に
巧
み
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
詞
書
に
は

「
長
安
入
京
の
粧
と
き
つ
く
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
が
、
行

列
に
持
幡
童
子
や
楽
人
を
加
え
た
の
は
、
そ
の
盛
儀
を
表
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
同

様
に
、
画
面
上
方
に
描
か
れ
た
老
若
男
女

の
見
物
人
十
数
名
は
、
詞
書
の

「見
る

も
の
八
重
な
み
に
し
て
盛
る
市
の
ご
と
し
」

に
対
応
す
る
表
現

で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
こ
の
段
の
絵
の
最
終
紙

(現
状
の
第

28
紙
)
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ

う
に
、
標
準
よ
り
も
や
や
短
い
。
し
か
し
、
現
状
の
画
面
は
城
門
で
終

っ
て
お
り
、

そ
の
内
側
、
す
な
わ
ち
画
面
末
尾
の
左
上
方
に
は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
絵
は
現
状
で
完
結
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
は
、
画
面
右
上
方
に
寄
せ
て
前
段
す
な
わ
ち
5

「
入
唐

着
福
州
岸
事
」
の
第
三
場
面
と
類
似
し
た
建
物
を
描
き
、
そ
の
中
の

一
室
に
大
師

を
、
ま
た
別
の

一
室

に
大
使
を
配
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
れ
は
A
本
の
6

「望

入
洛
事
」
と
同
じ
く
、
福
州
で
の
場
面
の
よ
う
に
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で

同
じ
構
成
で
あ
る
地
蔵
院
本
を
見
る
と
、
大
師
の
い
る
建
物
に
は

「
西
明
寺
永
忠

故
院
」
、
大
使

の
い
る
建
物
に
は

「宣
陽
坊
官
宅
」
の
書
き
入
れ
が
な
さ
れ
て
お

り
、
も
は
や
福
州
で
は
な
く
、
長
安
に
到
着
し
た
後

の
場
面
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
、
そ
の
左
に
は
画
面
上
を
左

へ
進
む
遣
唐
使

の

一
行
が
描
か
れ
て

お
り
、

こ
れ
は
福
州
か
ら
長
安

へ
行
く
途
中
の
場
面
と
見
る
ほ
か
な
い
。
地
蔵
院

本
と
白
鶴
美
術
館
本
で
は
行
列
の
様
子
に
多
少
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
が
、
馬
に

乗

っ
て
先
導
す
る
唐
人
の
後
に
、
同
じ
く
騎
馬
の
大
使
と
大
師
が
続
く
点
は
同
じ
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で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
構
成
に
は
、
二
つ
の
場
面

の
前
後
関
係
が
、
絵
巻
に
と

っ
て
通
常

の
展
開
で
あ
る
右
か
ら
左

へ
と
は
逆
に
な

る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
む
し
ろ
地
蔵

院
本
の
書
き
入
れ
を
無
視
し
て
、
は
じ
め

に
推
定
し
た
よ
う
に
右
上
の
情
景
を
福

州
で
の
場
面
と
考
え
た
方
が
、
画
面
上
の

展
開
に
は
無
理
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
何
れ
に
し
て
も
A
本
と
全

く
異
な
る
図
様

で
あ
る
こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
。

さ
て
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
を
比
較
す
る
と
、
行
列
の
場
面
に
は
辛
う
じ
て

内
容
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、

一
方
は
早
く
も
長
安
到
着
の
場
面
を
表
す
の

に
対
し
、
他
方
は
未
だ
遙
か
な
道
の
り
の
途
次
に
あ
り
、
そ
の
差
は
大
き
い
。
ま

た
、
A
本
は
詞
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
情
景
描
写
を
意
識
的
に
絵
画
化
し
、
そ
れ
に

よ

っ
て
華
や
か
な
画
面
を
演
出
す
る
が
、
白
鶴
美
術
館
本
の
描
写
は
、
厳
密
に
言

え
ば
詞
書
に
は
語
ら
れ
て
い
な
い
場
面
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
構
成
に
お
い

て
は
、
直
線
的
な
展
開
を
示
す
A
本
に
対
し
、
白
鶴
美
術
館
の
展
開
は
二
つ
の
場

面
の
前
後
関
係
が
わ
か
り
に
く
い
。
し
た
が

っ
て
、
A
本
の
方
が
詞
書
に
忠
実
な
、

ま
た
添
景
を
効
果
的
に
配
し
た
構
成
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

8

「
五
筆
和
尚
号
事
」

(図
8
)

唐

の
帝
の
勅
命
を
受
け
て
宮
中
の
壁

に
書
を
な
し
、
五
筆
和
尚

の
称
号
と
菩
提

子
の
念
珠

一
連
を
賜
わ
る
と
い
う
事
蹟

を
表
す
。

A
本
は
画
面
の
左
右
に
建
物
を
描
き
、
右
に
詞
書
通
り
に
左
右

の
手
足
と
口
に

五
本
の
筆
を
持
ち
、
壁
に
向
か
う
大
師

の
姿
を
描
く
。
そ
の
後
方
に
玉
座
が
あ
り
、

周
囲
に
廷
臣
た
ち
が
侍
る
。
左
に
は
大
師
が
帝
か
ら
念
珠
を
賜
わ
る
場
面
を
描
く
。

な
お
、
こ
の
段
の
最
後
の
料
紙

(現
状

の
第

32
紙
)
は
標
準
よ
り
約
五
セ
ソ
チ
短

い
が
、
建
物
は
左
端
ま
で
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
周
囲
に
は
何
の
添
景
も
な
い
の

で
、
絵
は
現
状
で
完
結
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
も
同
じ
内
容

の
二
場
面
を
描
く
が
、
第

一
場
面
に
帝
の

姿
は
な
い
。
背
景
と
な
る
建
物
の
構
造

や
周
囲
に
侍
る
廷
臣
の
描
写
に
も
異
同
が

あ
る
。
し
か
し
、
第

一
場
面
の
大
師
、
ま
た
第

二
場
面
の
大
師
と
帝
は
、
左
右
反

転
さ
せ
る
と
A
本
と
相
似
た
図
様
に
な
り
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、

モ
チ
ー
フ
の

類
似
を
窺
わ
せ
る
。

9

「
虚
空
書
字
事
」

(
図
9
)

文
殊
菩
薩
の
化
身
で
あ
る
童
子
に
勧
め
ら
れ
、
虚
空
と
流
水
に
文
字
を
書
く
と

い
う
事
蹟
を
表
す
。
は
じ
め
大
師
が
虚
空
に
字
を
書
き
、
次
に
同
じ
よ
う
に
童
子

も
書
く
。
ま
た
流
水
に
大
師
は
詩
を
、
童
子
は

「龍
」
と
い
う
文
字
を
書
く
が
、

童
子
が
書
き
落
と
し
た
小
点
を
、
勧
め
ら
れ
て
大
師
が
打

つ
と
文
字
は
忽
ち

「真

龍
」
と
な

っ
て
昇
天
し
た
と
い
う
。

A
本
は
画
面
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
流
水
を
描
き
、
此
岸
に
、
右
か
ら
順
に

次
の
四
場
面
を
描
く
。

①
大
師
が
虚
空
に
文
字
を
書
く
と
こ
ろ
。

②
童
子
が
虚
空
に
文
字
を
書
く
と
こ
ろ
。

③
童
子
が
流
水
に
文
字
を
書
く
と
こ
ろ
。

④
文
字
が

「真
龍
」
と
な

っ
て
昇
天
す
る
と
こ
ろ
。
筆
を
手
に
し
た
大
師
が
、

こ
れ
を
見
上
げ
て
い
る
。

大
師
と
童
子
を
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
描
き
、
①
②

で
虚
空
書
字
を
、
③
④

で
流

水
書
字
を
表
す
構
成
で
あ
る
。
事
蹟
の
展
開
か
ら
言
え
ば
、
②
③
の
間
に
大
師
が

流
水
に
詩
を
書
く
場
面
が
あ

っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
表
さ
れ
て
い

な
い
。
①
か
ら
④

へ
の
展
開
は
、
水
の
流
れ
に
沿

っ
て
、
と
言
う
よ
り
も
、
こ
の

水
の
流
れ
自
体
が
右
か
ら
左

へ
と
い
う
絵
巻
の
本
質
的
な
展
開
性
に
合
致
し
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
し
た

二
重
の
左
向
性
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
、
滑
ら
か

に
進
ん
で
行
く
。
人
物
が
全
て
左
向
き
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
れ
を
助
長
す
る
よ
う

に
見
え
る
。
な
お
、
最
終
の
料
紙

(現
状
の
第
36
紙
)
は
標
準
の
約
半
分
の
長
さ

し
か
な
い
が
、
波
が
消
え
た
後
の
左
端
に
少
し
余
白
が
残

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
状
で
絵
が
完
結
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
白
鶴
美
術
館
本
は
、
逆
に
画
面
左
上
か
ら
右
下
に
か
け
て
流
水
を
描
き
、

彼
岸
に
大
師
と
童
子
を
二
回
ず

つ
描
く
。
右
の
虚
空
書
字

の
場
面
は
、
A
本
の
①
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の
大
師
に
、
②
の
童
子
を
左
右
反
転
し
た
も
の
を
向
か
い
合
わ
せ
た
よ
う
な
構
成

で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
来
は
①

の
次
に
②
が
展
開
す
る
内
容
で
あ
る
の
に
、
画
面

上
で
は
、
①
②
が
ま
る
で
同
時
に
進
行
す
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
、
5

「
入
唐
着
福
州
岸
事
」
で
指
摘
し
た
場
面

の
合
成
と
同
質
の
表
現
で
あ
る
。
ま
た

左
の
流
水
書
字

の
場
面
に
つ
い
て
は
、
大
師
と
真
龍
は
A
本
の
④

に
近

い
表
現
で

あ
る
が
、
童
子
は
大
き
く
異
な
り
、
立

ち
姿
で
大
師
と
同
じ
く
真
龍
を
見
上
げ
て

い
る
。

つ
ま
り
童
子
も
A
本
の
④
に
相
当
す
る
場
面
に
加
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、

白
鶴
美
術
館
本
に
は
A
本
の
③
に
相
当

す
る
場
面
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
白
鶴
美
術
館
本
で
は
、
こ
の
よ
う
に
虚
空
書
字
の
事
蹟
は

一
見

一
場
面

で
あ
る
か
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ま
た
流

水
書
字
の
事
蹟
は
文
字
通
り

一
場
面
に
集

約
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
A
本
は
二
つ
の
事
蹟
を
そ
れ
ぞ
れ
二
つ

ず

つ
の
場
面
で
表
し
、
そ
れ
ら
を
右
か
ら
左

へ
直
線
的
に
並
置
す
る
。
な
お
①
②

に
つ
い
て
は
、
白
鶴
美
術
館
本
と
同
じ
よ
う
に
合
成
さ
れ
た

一
場
面
と
見
る
こ
と

も
可
能

で
あ
る
が
、
同
じ
姿
勢
を
と
る

二
人
は
、
そ
の
姿
と
同
様
に
並
列
的
な
存

在

で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
画
面
上
で
の
相
互
関
係
は
極
め
て
希
薄

で
あ
る
。

こ
の
よ

う
な
両
者
の
相
違
は
、
先
の
5

「着
福

州
事
」
と
同
じ
く
、
A
本
が
詞
書
に
沿

っ

た
逐
次
的
な
構
成
を
意
図
す
る
の
に
対
し
、
白
鶴
美
術
館
本
は
事
跡
の
要
所
だ
け

を
捉
え
た
集
約
的
な
構
成
を
と
る
こ
と

に
由
来
す
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

A
本
第
二
巻
の
図
様
に
つ
い
て
、
白
鶴
美
術
館
本
と
、
ま
た
部
分
的
に
地
蔵
院

本
と
比
較
し
た
結
果
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
次
章

で
は
、
右
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
A
本
の
図
様
構
成
の
特
質
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

三

「
高
野
大
師
行
状
絵
」
の
特
質
-
第
一
一巻
か
ら
ー

ま
ず
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
よ
う
。
前
章
の

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
第

二
巻
に
お

い
て
は
、
両
者
の
相
似
性
は
極
め
て
乏

し
く
、
画
面
全
体
が
相
似
す
る
段
は
皆
無

で
あ
る
。
し
か
し
、
1

「天
狗
問
答
事
」
、

2

「
久
米
寺
塔
事
」
、
8

「
五
筆
和
尚
号
事
」
、
9

「虚
空
書
字
事
」
の
場
合
は
、

左
右
反
転
す
る
も
の
も
あ
る
が
、

一
部
の
人
物
の
姿
態
に
、
あ
る
い
は
3

「
渡
海

祈
願
事
」
の
場
合
は
、
宇
佐
八
幡
宮
の
本
殿
に
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
相
似
性
が

認
め
ら
れ
る
。
ま
た
4

「
御
入
唐
事
」
の
場
合
は
、
陸
と
海
と
船
の
位
置
関
係
は

共
通
す
る
も
の
の
、
人
物
表
現
に
は
異
同
が
大
き
い
。
残
る
5

「着
福
州
事
」
、

6

「望
入
洛
事
」
、

7

「
長
安
入
洛
事
」
の
三
段
は
全
く
異
な
る
図
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
第

二
巻

に
あ

っ
て
は
、
相
似
性
よ
り
も
む
し
ろ
両
者
の
表
現
の
相
違

に
こ
そ
注
目
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

で
は
、
両
者

の
相
違
を
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
1

「
天
狗
問
答
事
」
で
は
、

白
鶴
美
術
館
本
の
方
が
画
面
が
長
く
、
A
本
よ
り
も
詳
し
い
構
成
に
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、

こ
れ
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
の
多
く
の
段
で
は
、
A
本
の
方
が

詳
細
な
内
容
を
表
し
て
い
る
。
例
え
ば
3

「渡
海
祈
願
事
」
で
は
、
白
鶴
美
術
館

本
は
大
師
を

一
回
描
く
の
み
で
あ
る
が
、
A
本
は
二
回
描

い
て
二
つ
の
場
面
内
容

を
表
す
。
ま
た
4

「御
入
唐
事
」
で
は
、
大
師
自
身
の
表
現
に
は
大
差
な
い
が
、

浜
辺
に
見
送
り
の
人
々
を
添
え
る
こ
と
に
よ
り
、
陸
に
も
事
跡
内
容
に
関
わ
る
意

味
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
が
、
両
者

の
特
質
を
最
も
顕
著
に
表
し
て
い
る
の
は
5

「着
福
州
事
」
で
あ

ろ
う
。
先
に
述

べ
た
如
く
、
こ
こ
で
は
、
A
本
は
詞
書
に
従

っ
て
事
蹟
の
展
開
を

忠
実
に
絵
画
化
し
よ
う
と
す
る
が
、

一
方

の
白
鶴
美
術
館
本
は
事
蹟

の
要
所
だ
け

を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
適
当
に
合
成
し
て

一
つ
の
場
面
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
。

前
者
が
言
わ
ば

「逐
次
的
な
構
成
」
を
と
る
の
に
対
し
、
後
者
は

「集
約
的
な
構

成
」
を
指
向
す
る
の
で
あ
る
。
同
様

の
こ
と
は
、
9

「虚
空
書
字
事
」
に
つ
い
て

も
言
え
る
。
ま
た
、
白
鶴
美
術
館
本
の
第
六
段

「
入
唐
入
洛
事
」
を
二
分
割
し
た

6

「
望
入
洛
事
」
と
7

「長
安
入
洛
事
」
は
、
ど
ち
ら
も
白
鶴
美
術
館
本
と
は
異

な
る
独
自
の
場
面
を
表
す
が
、
よ
り
多
く
の
事
跡
内
容
を
表
す
と
い
う
点
で
、
こ

れ
も
右
の

「逐
次
的
な
構
成
」
と
軌
を

一
に
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
7

「長
安
入
洛
事
」

の
行
列
の
描
写
に
は
、
詞
書
に
記
さ
れ
た
華
や
か
な
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情
景
を
絵
画
化
し
よ
う
と
い
う
意
図
も
窺
え
る
。

さ
て
、
前
稿

で
は
、
A
本
を
十
巻
本
系
統

の
改
訂
版
と
位
置
付
け
、
そ
の
改
訂

に
際
し
て
留
意
さ
れ
た
事
項
と
し
て
、
①
事
蹟
内
容
の
充
実
、
②
詞
書
の
忠
実
な

絵
画
化
、
③
全
体
的
な
形
式
の
整
備
、

以
上
三
点
を
予
測
的
に
挙
げ
た
。
右

で
述

べ
た
A
本
の
特
質
は
、
ま
さ
に
こ
の
予
測
の
①
②
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
③
は
前
稿
で
検
討
し
た
目
次
と
標
題
の

一
致
等

の
問
題
で
あ
り
、
本
稿

で
は

言
及
し
な
い
。

次
に
、
A
本
と
地
蔵
院
本
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
前
稿

で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

A
本
は
詞
書
や
構
成
の

一
部
に
お
い
て
、
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
地
蔵
院
本
と
密

接
な
関
係
を
示
す
場
合
が
あ

っ
た
。
第

二
巻
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
こ
と

が
2

「
久
米
寺
塔
事
」
に
指
摘
で
き
る
。
こ
の
段
に
は
、
白
鶴
美
術
館
本
の
図
様

に
錯
誤
が
あ
る
と
い
う
特
殊
な
事
情
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
あ
る
段
で
、

A
本
が
白
鶴
美
術
館
本
よ
り
も
地
蔵
院
本
に
相
似
す
る
と
い
う
事
実
は
極
め
て
興

味
深
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
A
本
第
二
巻
の
図
様
に
つ
い
て
は
、
第

一
巻
と
は
異
な
り
、

白
鶴
美
術
館
本
と
の
相
似
性
は
か
な
り
微
弱

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
で
は
、

A
本
第
二
巻
の
図
様
の
大
部
分
は
、
独
自
に
創
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
比

較
作
品
の
乏
し
い
現
状
で
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
想
像
を
巡
ら
す
ほ
か
な
い

が
、

一
つ
の
憶
測
を
述
べ
て
み
よ
う
。

例
え
ば
、
第

一
巻
が
白
鶴
美
術
館
本
だ
け

で
な
く
B
本
と
い
う
別
系
統
の
図
様
を
多
く
取
り
入
れ
て
い
た
よ
う
に
、
ま
た
第

二
巻
で
も

一
部
に
地
蔵
院
本
系
統
の
図
様
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第

二
巻
の
他
の
段
に
つ
い
て
も
、
白
鶴
美
術
館
本
以
外

の
先
行
本
が
参
照
さ
れ
た
可

能
性
は
充
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
問
題
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
第
二
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
絵

と
次
段
の
詞
の
間
に
不
自
然
な
空
白
が
数
カ
所
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に

よ
り
、
本
絵
巻
の
制
作
過
程
は
、
詞
が
先
で
絵
が
後
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
場
合
、
絵
師

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
詞
と
詞
の
間
に
残

さ
れ
た

ス
ペ
ー
ス
に
、
ち
ょ
う
ど
納
ま
る
よ
う
に
絵
を
描
く
こ
と
で
あ

っ
た
は
ず

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
状
を
見
る
と
、
絵
師
は

一
部
に
お
い
て
そ
の
調
節
に
失
敗

し
た
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
勘
案
す
る
と
、

こ
の
図
様
は
絵
師
自
身
が

創
作
し
た
も
の
で
は
な
く
、
既
成
の
図
様
を
転
写
し
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
も
絵
師
自
身
が
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
予

め
考
案
し
た
図
様
が
ス
ペ
ー
ス
に
適
合
し
な
い
場
合
に
は
、
改
め
て
修
正
す
れ
ば

よ
い
こ
と
で
あ
る
の
に
、
こ
の
絵
師
は
そ
れ
を
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
絵
が
自
ら
の
創
作

で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
し
か
し

一
方
、
既
成
の
図
様
が
あ

っ
た
の
な
ら
、
詞
を
書
く
際
に
何
故
そ
れ

に
合
わ
せ
た
ス
ペ
ー
ス
を
残
さ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
り
、
こ
の
問
題

の
結
論
は
早
急
に
は
出
せ
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
、
現
存
作
品
の
中
に
先
行
図

様
が
見
い
出
せ
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
に
該
当
す
る
作
品
が
存
在
し
た
可

能
性
を
捨
て
難
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

最
後

に
、
前
稿
と
同
じ
く
、
A
本
と
東
寺
本
の
関
係
を
見
て
お
こ
う
。
A
本
第

二
巻
全
九
段
の
う
ち
、
東
寺
本
に
対
応
す
る
事
蹟
が
な
い
の
は
3

「渡
海
祈
願
事
」

の
み
で
あ
る
。
他
八
段
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
多
少
の
改
変
が
加
わ
る
場
合
は
あ

る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
事
蹟
が
東
寺
本
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

こ
の
両
者
だ
け
に
共
通
す
る
描
写
と
し
て
、
次
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る

(東
寺
本

に
つ
い
て
は

ロ
ー

マ
数
字
で
巻
を
、
算
用
数
字
で
段
を
示
す
)
。

2

「
久
米
寺
塔
事
」
と
東
寺
本
n
1

8

「久
米
感
経
」

東
寺
本
の
塔
は
白
鶴

美
術
館
本
と
同
じ
く
多
宝
塔
で
あ
る
が
、
画
面
右
上
方
に
描
か
れ
た
本
堂
ら
し
き

建
物
は
、
A
本
と
の
み
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
上
方
を
霞
で
覆
わ
れ
て
い

る
点
も

一
致
す
る
。
た
だ
し
、
A
本
で
は
扉
は
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
が
、
東
寺
本
で

は
す
べ
て
開
け
放
た
れ
て
お
り
、
彩
色
も
異
な
る
。

5

「着
福
州
事
」
と
東
寺
本
m
1

2

「
大
使
替
書
」

・
3

「
長
安
奏
聞
」

東

寺
本
の

「
大
使
替
書
」
は
四
場
面
か
ら
な
り
、
第

一
場
面
で
大
使
が
書
を
認
め
て
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い
る
点
を
除
く
と
、
A
本
の
①
～
④

に
相
当
す
る
内
容
を
表
す
。
い
ず
れ
の
場
面

も
人
物
の
配
置
や
姿
態
に
は
異
同
が
多

い
が
、
こ
の
よ
う
な
四
場
面
の
構
成
と
す

　な
ま

る
こ
と
自
体
に
両
者
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
③
を
画
面
上
方
に
寄
せ
る
場
面

配
置
も
同
じ
で
あ
る
。
A
本
の
⑤

に
相
当
す
る
場
面
は
、
東
寺
本
m
1

3

「
長
安

奏
聞
」

の
前
半
に
見

い
出
さ
れ
る
。

「
長
安
奏
聞
」
の
詞
は
A
本
の
6

「
望
入
洛

事
」

に
相
当
す
る
内
容

で
あ
る
が
、
絵
は
州
長
が
遣
唐
使

一
行
を
も
て
な
す
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
前
半
に
A
本
と
同
様
の
握
舎
を
立
て
並
べ
た
情
景
が
展
開
す
る
。

こ
こ
で
も
人
物
の
配
置
な
ど
に
は
異
同
が
多
く
、
ま
た
A
本
に
見
ら
れ
た
中
央
の

御
馳
走
を
盛

っ
た
卓
は
東
寺
本

に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
握
舎

の
描
写
に
は
強

い
相
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。

7

「
長
安
入
洛
事
」
と
東
寺
本
m
1

4

「
存
問
勅
使
」

冒
頭
に
大
師
が
存
問

勅
使
を
迎
え
る
場
面
を
描
き
、
続

い
て
長
安

へ
向
う

一
行
、
さ
ら
に
そ
の
行
く
手

に
、
城
門
を
構
え
、
警
護
の
兵
を
描
く
点

に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
背

景
と
な
る
仮
屋
の
表
現
や
勅
使
の
姿
、

周
囲
の
人
物
に
は
異
同
が
多
い
。
特
に
行

列
の
場
面
は
、
東
寺
本
は
勅
使
、
遣
唐

大
使
、
遣
唐
副
使
、
大
師
の
順
に
騎
馬
で

表
し
、
A
本
と
は
か
な
り
異
な
る
表
現

で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
白
鶴
美
術
館
本
に

近
い
と
言
え
る
が
、
路
傍
に
見
物
人
を
配
す
る
点
は
A
本
と
共
通
す
る
。
し
た
が

っ

て
東
寺
本
は
、
全
体
構
成
に
つ
い
て
は
A
本
を
踏
襲
す
る
が
、
細
部
の
表
現
に
つ

い
て
は
、
白
鶴
美
術
館
本
も
取
り
込
み
、
両
者
を
折
衷
し
な
が
ら
独
自
の
図
様
を

構
成
し
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。

8

「
五
筆
和
尚
号
事
」
と
東
寺
本
W
-

7

「
宮
中
壁
字
」

A
本
の
二
場
面
と

も
に
、
東
寺
本
で
も
よ
く
似
た
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
第

一
場
面
の
帝
の
向
き

が
変
わ
り
、
庭

に
も
従
者
が
控
え
て
い
る
こ
と
、
第
二
場
面
に
従
者
が
い
な
い
こ

と
、
ま
た
東
寺
本
は
二
つ
の
建
物
の
間

に
前
方

へ
、
す
な
わ
ち
画
面
上
で
は
下
方

へ
向
け
て
廊
の
よ
う
な
も
の
を
張
り
出
す
こ
と
、
庭
に
水
流
を
加
え
る
こ
と
な
ど
、

種

々
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
基
本
的

な
構
成
の
相
似
性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
強

い
て
言
う
な
ら
ば
、
A
本
が
建
物
と
人
物
だ
け
の
簡
潔
な
構
成
で
あ
る
の
に
対
し
、

東
寺
本
は
添
景
を
加
え
た
修
飾
的
な
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

9

「
虚
空
書
字
事
」
と
東
寺
本
n
1
8

「
流
水
点
字
」

事
蹟
内
容
に
大
き
な

異
同
が
あ
り
、
人
物
の
描
写
に
も
異
同
が
多
い
が
、
背
景
す
な
わ
ち
流
水
を
画
面

右
上
か
ら
左
下
に
配
す
る
構
成
と
彼
岸
に
険
し
い
岩
山
を
描
く
点
に
共
通
性
が
見

ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
第
二
巻
に
つ
い
て
も
、
A
本
の
図
様
は
東
寺
本
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
、
東
寺
本
は
A
本
の
図
様
を
そ

の
ま
ま
取
り
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
例
え
ば

「存
問
勅
使
」
の
場
合
の
よ
う
に
他

本

の
図
様
と
合
成
し
た
り
、
あ
る
い
は

「宮
中
壁
字
」
の
場
合
の
よ
う
に
添
景
を

加
え
る
な
ど
独
自
の
改
変
を
施
す
。
そ
の
点
で
は
、
前
稿
で
述
べ
た
第

一
巻
よ
り

も
第

二
巻
の
右
の
例
の
方
が
、
先
行
図
様
を
巧
妙
に
消
化
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

結

語

本
稿

で
は
、
ま
ず
、
料
紙
番
号
の
検
討
か
ら
A
本
の
現
状
に
欠
失
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
A
本
第

二
巻
の
図
様
を
白
鶴
美
術
館
本
お
よ
び
部
分

的
に
地
蔵
院
本
と
比
較
し
、
A
本
の
図
様
構
成
の
特
質
を
分
析
し
た
。
さ
ら
に
、

A
本
と
東
寺
本
に
の
み
共
通
す
る
図
様
を
抽
出
し
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

A
本
を
東
寺
本
が
参
照
に
し
た
先
行
本
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
前
稿
脱
稿
後
、
鹿
島
繭
氏
に
よ
っ
て
A
本
に
関
す
る
論
考
が
発
表

さ
れ
た
。
鹿
島
氏
は
、
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
詞
書
を
比
較
し
た
結
果
、

「両

本
と
も
に
詞
書
を
書
写
す
る
際
に
お
か
し
た
誤
謬
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
」

と
し
、

こ
の
こ
と
か
ら

「
両
本
に
先
行
し
て
十
巻
本
の
祖
本
が
あ
っ
た
と
ほ
ぼ
確

信
す
る
に
至

っ
た
」
と
述
べ
、
さ
ら
に

「既
に
亡
失
し
た
と
思
わ
れ
る
十
巻
本
の

祖
本
を
、
か
な
り
忠
実
に
写
し
伝
え
た
系
統
の

一
本
が
白
鶴
美
術
館
本
で
あ
り
、

か
な
り
転
写
に
際
し
改
変
さ
れ
て
伝
わ
っ
た
も
の
が
三
大
寺
本
系

『高
野
大
師
行

　な
め
　

状
絵
』

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
」
と
結
論
さ
れ
た
。
鹿
島
氏
の
比
較
方
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法
は
、
主
と
し
て
A
本
と
白
鶴
美
術
館
本
の
詞
書
の
異
同
部
分
を
列
挙
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
個

々
の
事
例
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
言
及
が
乏
し
く
、
論
拠
が
明
瞭

で
あ
る
と
は
言
い
難

い
。
ま
た
、
転
写

の
際
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う

「改
変
」
に

つ
い
て
も
、
何
を
指
す
の
か
説
明
が
不
充
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
論
は
ひ

と
ま
ず
妥
当
な
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

さ
て
、
十
巻
本
系
統
に
白
鶴
美
術
館
本
以
前
の
祖
本
が
存
在
す
る
可
能
性
に
つ

ハは
お
　

い
て
は
、
か
つ
て
別
の
理
由
か
ら
筆
者
も
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
問
題
は
決
し
て
容
易

で
は
な
い
。
祖
本
を
想
定
す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
こ
に

何
を
求
め
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
そ

の
祖
本
の
内
容
を
如
何
な
る
も
の
に
想
定

す
る
の
か
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
祖
本
を
想

定
す
る
意
味
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
巻
本
の
場
合
、
特
に
問
題
と
な
る
の
は
、
地

ぬ

蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本
に
代
表
さ
れ
る
六
巻
本
と
十
巻
本
の
関
係
、
す
な
わ
ち

前
者
を
増
補
し
た
も
の
が
後
者
で
あ
る
と
い
う
関
係
が
前
提
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
両
者
間
に
認
め
ら
れ
る
数

々
の
異
同
に
つ
い
て
は
既
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ

ハな
レ
　

る
が
、
十
巻
本
の
祖
本
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
は
地

蔵
院
本

(
の
祖
本
)
と
白
鶴
美
術
館
本

の
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
内
容
は
、
こ
の
両
者
の
異
同
の
振
幅
の
中
に
納
ま
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
A
本
の
特
殊
性
は
、
内
題

・
目
次

・
標

題
、
詞
書
、
構
成
、
図
様
と
も
に
、
地
蔵
院
本
と
白
鶴
美
術
館
本

の
間
か
ら
は
み

出
す
要
素
を
持

っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
白
鶴
美
術
館
本
と
A
本
に
共

通
す
る
祖
本
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、

A
本
の
異
同
の
多
く
の
部
分
に
つ
い
て
は
、

そ
の
出
所
を
祖
本
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
筆
者
が
、
A
本
を
十

巻
本
の

「
改
訂
版
」
と
位
置
付
け
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
で
あ

っ
た
。
そ
し
て

A
本
に
と

っ
て
重
要
な
の
は
、
む
し
ろ
、
A
本
自
身
が
他
本
の
要
素
を
取
り
込
ん

だ
可
能
性
や
、
あ
る
い
は
独
自
に
改
変

を
加
え
た
可
能
性
を
考
慮
し
な
が
ら
、
そ

の
は
み
出
し
た
要
素
に
つ
い
て
考
究
す

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

続
稿
で
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
注
)

第
三
巻
以
降
の
検
討
と
と
も
に
、

1

武
田
恒
夫
先
生
古
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記
念
会
編

『
美
術
史
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面
』
所
収
、
清
文
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出
版
、

平
成
七
年

一
月
。

2
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次
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通
り

で
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。
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冨
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　⑩
ω
。。
・

田

口
信

行

「
三

大
寺

氏
の
高
野
大

師
行
状
絵
」

『
画
説
』

四
四
号
、
昭
和
十
五
年
。
梅
津
次
郎

「
高
野
大

師

行
状
絵

の
零
巻

に

つ
い
て
」

『
國
華

』
七

五

二
号

、
昭
和

二
十
九
年
。
佐
野

み
ど
り

「
高
野
大
師
行
状
絵
巻
断
簡
」

『
國
華
』

一
〇
六
三
号
、
昭
和
五
十
八
年
。
宮
次
男

「
在

米
の
弘
法
大
師
伝
絵
巻

に

つ
い
て
」

『
原
色

日
本

の
美
術
27
在
外
美
術

(絵
画

)
』
小
学

館
、
昭
和

五
十

五
年
。
鹿
島
繭

「
三
大
寺
本
系
高
野
大
師
行
状
絵
に

つ
い
て
」

『
仏
教
芸

術
』

一=

四
号
、

平
成
六
年
。

3

前
稿
執
筆
時
、
第

二
巻

と
第

三
巻

の
料
紙
番
号

に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
た
が
、
第

一

巻

に

つ
い
て
は
初

回
調
査
時

に
見
落
と
し

て
い
た
た
め
、
第

一
巻
を
中

心
と
す
る
前
稿

で

は
敢

え
て
言
及

し
な
か

っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後

、
逸
翁
美
術
館

の
伊
藤

ミ
チ

コ
氏

の

御
好
意

に
よ
り
再

調
査

の
機
会

に
恵
ま
れ
、
今
回
発
表
す
る
よ
う
な
新
知
見
を
得
る

こ
と

が

で
き

た
。

4

料
紙
番
号
が
書

き
入
れ
ら
れ

た
時
期

に
つ
い
て
は
、

制
作
時
、
あ
る

い
は
制
作
以
後

で

現
状

へ
の
改
装
以
前
、

以
上
二
通

り
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
第
三
巻

の
料

紙
表

に
番
号
が
書

か
れ

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
番
号

の
打
た
れ

て
い

る
面
を
表

に
し

て
新

た
な
絵
巻
を
制
作
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、

こ
こ
で
は
、
後
者

で

あ

る
と
考
え

て
お
き

た
い
。

5

A
本
は
全
体
的

に
傷

み
が
激
し
く
、
料
紙
に
掠

っ
た
よ
う
な
跡
が
あ
る

ほ
か
、.
絵

の
具

の
剥
落
も
目
立

つ
。
特

に
、

こ
の

「
十
五
」

の
左
端

は
掠

れ
が
ひ
ど

い
が
、

こ
れ
に

つ
い
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て
は
、

む
し
ろ

「
十
六
」

の
欠
落
と
関
連
し

て
、

こ
の
部
分

の
絵
を
故
意

に
消
し
た

可
能

性

も
あ
る
よ
ヶ
に
思
わ
れ
れ
る
。

6

第

三
巻
第

29
紙

は
、

実
は
途
中

に
切
れ
目
が
あ
る
。

そ
れ
ほ

6

「
恵
果
御

入
滅
事
」

の

詞
と
絵

の
間

に
あ

た
り
、
右

(
詞
)

の
料
紙

の
横

の
長
さ

は

二
十

八

・
ニ
セ
ソ
チ
、
左

(
絵
)
は

二
十

・
三

セ
ソ
チ

で
あ
ゐ
。
合
計
す
る
乏

四
十

八

・
五
セ
ソ
チ
に
な
り
、
料
紙

一
枚
分

の
標
準
に
相
当
す
る

こ
と
か
ら
、
本
来
は
合
わ

せ
て

一
紙

で
あ

っ
た
と
考

え
、
本

稿

で
は
復
原
し
た
状
態

で
数
え
る

こ
と
と
し
た
。

7

第
23

・
34
紙
に
は
建
物
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
そ

の
左
端
ま

で
表

さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
、

絵
は
現
状

で
完
結
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
第

三
巻

の
図
様

に

つ
い
て
は
、

続

稿

で
検

討
す
る
予
定

で
あ
る
。

8

第

一
巻
第

「
十
六
」
紙
、
第

二
巻
第

「
二
十

二
」
紙
後
半

か
ら
第

「
廿
四
」
紙
前

半
ま

で
の
部
分

に
つ
い
て
も
、
当
初
か
ら
空
白

で
あ

っ
た

可
能
性

が
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
よ

う

に
広

い
空
白
が
制
作
当
初

か
ら
あ

っ
た
と

は
考
え
難

く
、
第

一
巻

に

つ
い
て
は
、

B
本

と

の
類
似
を
考
慮
し

て
前
述

の
よ
う

に
推
定

し
た
。
第

二
巻

に

つ
い
て
は
、

次
章

で
述

べ

る
。

9

地
蔵
院
本

に
つ
い
て
は
山
本
智
教

・
真
鍋
俊
照
監
修

『
高

野
大
師
行

状
図
画
』

(
大
法

輪

閣
美
術
部
、
平
成

二
年
)
、
白
鶴
美
術
館
本

に

つ
い
て
は
梅
津
次
郎
編

『
弘
法
大
師
伝

絵
巻
』

(
角
川
書
店
、
昭
和

五
十

八
年

)
参
照
。

10

地
蔵
院
本
は
白
鶴
美
術
館
本

と
ほ
ぼ

同
じ
構
成

で
あ
る
が
、
楠

の
前
に
庇
と
礼
拝
堂
を

設
け
な

い
。
拙
稿

「
弘
法
大
師
伝
絵
巻

の
諸

問
題
」

(
『
国
際
交
流
美
術
史
研
究
会
第
八

回

シ
ソ
ポ
ジ

ア
ム
説
話
美
術
』

国
際

交
流
美
術

史
研

究
会
、

平
成

二
年
)

68
頁
参
照
。

11

注

10
拙
稿
、

69
～

70
頁
参
照
。

12

同
前
。

13

存
問
勅
使
を
賜
わ

る
の
は
、
実
際

に
は
長
安
城
外

で

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
画
面
上

で
は
、
前
段
と
同
じ
場
所

に
描
か
れ

て
い
る
。

14

③
④

の
場
面
は
安
楽
寿
院
蔵

「
高

祖
大
師
秘
密
縁

起
」

に
も
描
か
れ

て
い
る
。

15

注

2
鹿
島
論
文
、

53

・
56
頁
。

17is

同
前
0

注
10

拙稿

、

66

i
6?

頁
0

 

(付

記
)

総

持
寺
本

の
調
査

に
あ
た

っ
て
は
、

総
持
寺
貫
主
濱
野
堅
照
氏
、
な
ら
び

に
平
山
堂
の
高

橋
泰

平
氏

の
御
高
配

に
あ
ず
か
り
ま
し
た
。

ま
た
本
稿
を
な
す

に
あ
た
り
、
逸
翁
美
術
館

の

伊
藤

ミ
チ

コ
氏
、

白
鶴
美
術
館

の
山
中
理
氏

の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し

て
謝
意

を
表

し
ま
す
。
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天狗問答事第二巻第0段

 

　図(右下 へ続 く)

久米寺塔事図2 第二巻第二段

 

A

 

渡海祈願事第二巻第三段図3
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図4第 二巻第四段 御入唐事

図5第 二巻第五段 着福州事
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図6第 二巻第六段 望入洛事
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図10白 鶴美術館本 第二巻第五段 入唐着福州岸事

図7第 二巻第七段 長安入洛事
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図8第 二巻第八段 五筆和尚号事
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図9第 二巻第九段 虚空書字事




